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「第２期 富山県教育大綱」（Ｒ３.３月策定）※県ＨＰ 

学力調査を活用した校内研修に取り組みましょう 

―「問題の活用」と「結果の活用」― 

学力調査を各学校の学力向上に向けた取組に生かすために 
５月27日に、令和３年度全国学力・学習状況調査が実施されました。学力調査は、
全ての教育委員会・学校・児童生徒に対するメッセージとなっています。 
各学校の学力向上に向けて、学力調査を有効に活用しましょう。 

教育情報コーナー 

〈10 の重要テーマ〉 

○Ｃ 対策のヒント          《９月以降配布予定》 
学力調査の結果、富山

県において課題のある

問題に関して、その概要

や教科書の関連単元等

をまとめた一覧表です。

授業で問題を取り上げ

る際に参考になります。 

国立教育政策研究所が学力調査の結果を踏まえて作成する

「授業アイディア例」と合本にして発行する予定です。 

我が校の学力・学習診断ソフト 《９月HP掲載予定》 
文部科学省から提供されたデータを読み込み、学力調査の結果

をグラフ化できます。県や国の平均と比較しながら、児童生徒の実
態を捉えることができます。 

○教員が調査問題を解き、出題

の意図を確認することで、各

学年で児童生徒に身に付け

させたい力を把握し、共通理

解する。そして、その力を育

成するための単元 

〇構想や授業展開を 

〇考える。（○Ａ○Ｂ○Ｃ ） 

今年度の学校質問紙調査では、「問題の活用」と「結果の活用」について、具体的な例を示しながら問う質問が新設されまし
た。学力調査の活用については、対象の学年や教科だけでなく、学校全体で組織的・継続的に取り組み、教育活動の充実・改善
を図っていくことが大切です。そこで、学力調査を活用した校内研修例や活用に役立つ提供資料等を紹介します。 

 

学力調査の活用に 
役立つ提供資料等 

⑴ プロジェクト学習(ＰＢＬ)の推進 

⑵ ＩＣＴを活用した教育の推進 

⑶ キャリア教育の推進 

⑷ 働き方改革の推進 

⑸ 不登校児童生徒の教育機会の確保 

⑹ 少人数教育の推進 

⑺ 幼児教育、特別支援教育の充実 

⑻ 高等学校の特色化・魅力化 

⑼ 外国人児童生徒教育の推進 

⑽ データサイエンス教育の推進 

・各資料は、学力向上推

進チームHPに掲載し

ています。 

（NOCのみ接続可） 

授業づくり研修１ 

特徴的な問題 
 《６月配布、HP掲載》 

調査問題のうち、学習指導

上重視すべき点や身に付け

させたい力を具体的に示す

メッセージとなる問題を選

んでいます。 

「学習指導上の留意点」か

ら、授業改善のヒントをつか

むことができます。 

○Ｂ 「特徴的な問題」の 
設問別ワークシート 

《７月HP掲載》 

「特徴的な問題」で取り上

げた調査問題を大問ごとにワ

ークシートにしたものです。

大問１題につき、10～15 分程

度で取り組むことができま

す。 

今年度の「質問紙調査」の特徴（主なもの） 
〇児童生徒質問紙 

・「ＩＣＴを活用した学習状況」の調査項目が充実し、２問が新設 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に関する取組状況についての 

調査項目が充実し、３問が新設 

〇学校質問紙 

・指導に生かす評価に関する質問が新設 

・「ＩＣＴを活用した学習状況」の調査項目が充実し、12問が新設 

・学力調査の問題や結果の活用について、具体的な例を示しながら問う質問が新設 

 

調査問題には学習指導要領が求める資質・能力が具体的な設問として示され、
問題場面の設定の仕方自体が学習活動の例示になっています。このことを生か
し、具体的な授業場面や教材作成等の参考にすることができます。 

結果を活用した校内研修例 
 

 

各教科や質問紙調査の結果から、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教
育指導や学習状況の改善・充実等に役立てることは、各学校の学力向上の取組に大
変有効です。児童生徒のよさや課題に応じた効果的な手立てにつなげましょう。 

○「特徴的な問題」の「指

導のポイント」や、「授

業アイディア例」に紹介

されている授業例から、

授業設計をする。具体的

な授業場面での発問を

考えたり、模擬授業を行

ったりする。（○Ａ○Ｂ○Ｃ ） 

 授業づくり研修２ 

○調査問題を参考に、テス

トの作問について話し

合ったり、授業等で使用

する教材の内容や家庭

学習の課題を検討した

りする。教科部会や学年

部会等で研修する。 

（○Ａ○Ｂ○Ｃ ） 

 教材づくり研修 
○各教科等の結果を
踏まえて、テストの
作問について話し
合ったり、教材等の
内容を検討したり
する。教科部会や学
年部会等で研修す
る。 

（○Ａ○Ｂ○Ｃ○Ｄ ） 

 教材づくり研修 
○児童生徒質問紙の調査結果か
ら、学習状況等について、自校
の児童生徒のよさや課題を読
み取る。その要因を考え、よさ
について学校、児童生徒、保護
者地域と共有したり、各学年
各教科における今後 
○の手立てを検討した 
りする。（○Ｄ ） 

 

 児童生徒理解研修 

〇各教科の結果から、よさや

課題について把握・分析す

る。課題が見られた領域等

について、授業改善のポイ

ントを話し合う。（○Ａ○Ｂ○Ｃ○Ｄ ） 

➡国立教育政策研究所が発行する

「報告書」の「学習指導に当たっ

て」等も参考になります。 

 授業づくり研修 

○Ａ   ○Ｄ  研修例で示されている

記号は、その研修で活用

できる資料を 

表しています。 

がんばる富山の

先生を応援！ 

解答類型グラフ
で誤答分析し、
自校の課題に応
じた指導につな
げましょう。 

質問紙結果を県
や国の結果と比
較し、学習状況を
客観的に把握し
ましょう。 

教科ごとに正答
率を確認し、自
校のよさや課題
の把握につなげ
ましょう。 


